
令和 4 年度白滝荘居宅介護支援事業所事業報告書 

 

１ 運営方針について 

  事業所は、利用者が居宅においてその有する能力に応じ、自立した日常生

活を営むことができるように配慮し、利用者の意思と人格を尊重し、その立

場に立って公正中立に支援します。  

   また、可能な限り住み慣れた地域で生活できるよう、地域との結びつきを

重視し、切れ目のない医療介護の体制確保に努めます。更に、関係機関や地

域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を取りながら、総合的なサー

ビスの提供を目指します。  

 

2 事業内容について 

介護支援専門員が、利用者のその有する能力に応じ自立した生活が送られ

るよう、適切な支援を行い、利用者の生活の質の向上を目的に次のサービス

を重点に行いました。 

 

（1） 基本事業 

ア ケアプランの作成 

イ 居宅サービス・介護保険施設・入院施設等の紹介及び調整 

ウ 介護保険に関する申請等相談業務 

  

（2） 介護予防・日常生活支援総合事業 

 

3 事業実績及び目標評価について 

   

（1） 基本事業 ケアプランの作成、介護給付(要介護 1～5) 

給付管理票請求合計 425 件、減算請求なし。(前年度 377 件) 

月平均 35.4 件(前年度 31.4 件) 

新規 14 件(前年度 12 件) 

※給付管理票請求件数は前年度比＋48 と増加。 

今年度は請求件数月平均 35.4 件、居宅の標準件数 35 件(人員基準 35 件に対

して 1 人)に対して 101.1％であった。 

 

月別  4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3 R4 年度 R3 年度 

件数 35 36 34 34 33 37 38 35 37 36 36 34 (425 合計) (377 合計)  

 

 

 



（2） 介護予防・日常生活支援総合事業(要支援 1、2) 

請求合計 25 件(前年度 34 件) 

月平均 2.0 件(前年度 2.8 件) 

新規 1 件（前年度 1 件） 

※要支援対象者は前年度比－9、要支援対象者が介護保険の更新で要介護

になることが多かった為、減少した。 

要支援対象者は基本、地域包括支援センターの担当であるため、新規の数

は元々少ない。 

 

月別  4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3 R4 年度 R3 年度 

件数  3  2  3  3  3  2  2  2  1  1  1  2 (25 合計) (34 合計) 

 

4 介護支援専門員の員数（令和 5 年 3 月 31 日 現在） 

常        勤 非   常   勤 

専   従 兼務(管理者) 専   従 兼   務 

 0   （人） 1  （人）  0  （人）  0  （人） 

 

5 各種会議及び研修 

令和4年度の研修は、特別養護老人ホーム内での研修にのみ参加した。 

各種会議及び研修 

    会 議 等 名 称 時 期 内  容(場所) 

接遇・マナー研修 4月4日 
 

感染症、人権擁護・虐待防止研修 6月1日 白滝荘 

令和4年度下関市介護保険サービス事業者

集団指導 

7月1日～

7月29日 

オンライン 

褥瘡、身体拘束、防護服の着脱方法の研修 8月1日 白滝荘 

感染症、事故防止の研修 10月3日 白滝荘 

褥瘡、喀痰吸引、身体拘束研修 12月9日 白滝荘 

人権虐待・事故防止研修 2月1日 白滝荘 

職員会議 6回/年  

運営会議 毎月  

調整会議 2回/年  

 

6  新型コロナウイルスの対応について 

   介護支援専門員が自ら感染源になったり、感染することがないように予防

策を講じた。利用者がコロナ感染症にり患したり、利用する事業所にクラスタ

ーが発生したりすることもあったが、その際は事業所、利用者家族と連携して、

利用者にとって最適な環境になるように支援した。 



 

 

 


